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はじめに

　本報告は，2007年に開催された国内主要大会およ

び世界陸上大阪大会における世界および日本一流

400mハードル選手のレースをタイム分析し，その

レースパターンの特徴について明らかにすることを

目的とした．

方法

　分析対象レースは，2007年に行われた国内の主要

2大会（国際グランプリ大阪大会，日本選手権）の

決勝（男子2レース，女子1レース）および世界陸上

大阪大会において日本人選手が出場した予選・準決

勝（男子4レース，女子1レース）および決勝（男女

各1レース）であった．

　複数台のデジタルビデオカメラを用いて，スター

トピストルの閃光を写した後，インターバルの歩数

と10台のハードルクリアランス直後の着地が確認で

きるように選手を追従撮影した．撮影後，ピストル

の閃光を基準に各ハードルクリアランス直後のタッ

チダウンタイムを読みとり，各ハードル区間に要し

た時間（区間時間）を求めた．

　スタートから第1ハードル（H1）までの区間

をS-H1とし，以下ハードル間をH1-2，H2-3…，

H9-10，最終ハードル（H10）からフィニッシュま

でをH10-Fとした．また，スタートからH5までを

レース前半区間（以下，前半），H5からH8までを

レース中盤区間（以下，中盤），H8からフィニッ

シュまでをレース後半区間（以下，後半）と定義し

た．

　ハードル区間歩数は，ハードルクリアランス直後

の先行（リード）脚の着地から逆脚の接地までを1

歩目とし，次のハードルクリアランス直前の接地ま

での歩数とした．

　測定区間の平均疾走速度は，ハードル区間距離を

区間時間で除すことにより求めた．

　前半から中盤，中盤から後半にかけての疾走速度

低下率（以下それぞれ前～中低下率，中～後低下

率）は，それぞれの区間平均速度を求め，次式にて

算出した．

＜疾走速度低下率（％）＞

　前～中低下率=[1-(中盤速度(m/s)／前半速度(m/

s))]×100

　中～後低下率=[1-(後半速度(m/s)／中盤速度(m/

s))]×100

結果

（1） 国際グランプリ大阪大会

　為末選手（3位）は，H5通過が21.17秒と，自身

のレースパターンとしては平均的なペースで通過し

ている．中盤での速度低下はある程度抑えられてい

るが（前～中低下率は5％台），H7以降の減速が大

きかった（中～後低下率は10％台）．

 成迫選手（4位）は，H5通過で為末選手に先行す

る積極的なレースをみせるが（21.14秒），H7を

引っかけて大きく減速し（H7-8），H9-10で再加

速するなど，H7以降の速度変化が極端に大きかっ

た．

　吉形選手（5位）は，自身の48秒台レース（21.4

秒台）に比べてH5通過が遅く（21.71秒），前～中

低下率は5％台に抑えているものの，後半の減速が

大きかった（中～後低下率は9％）．

（2） 日本選手権

　為末選手（1位）は，向かい風のコンディション
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フィニッシュとなった．吉形選手（3位）は，H5が

大阪よりもさらに遅かったが（21.85秒），前～中

低下率を4％台に抑え，後半も決勝進出者の中で最

も速かった（14.69秒）．

　久保倉選手は，4月の静岡国際で日本記録（55.71

秒）をマークしているが，そのときはH5を24.23

秒，H8を38.78秒で通過している（陸上競技マガジ

ン調べ）．日本選手権（以下、Jch）では，H5通過

の中で大阪とほぼ同じペースでH5を通過し（21.16

秒），中盤の速度低下がやや大きかったものの（前

～中低下率は6.5％），後半は大阪とほぼ同じペー

スで上がり，結果的に48秒台後半にまとめた．

 成迫選手（2位）も，H5を大阪とほぼ同じペース

で通過するが（21.16秒），中盤での速度低下は大

きく（前～中低下率は6％台），H8を為末選手と同

時通過するものの，後半で水を空けられ49秒台での

表1　国際グランプリ大阪大会（男子）

表2　日本選手権（男女）

表3　世界陸上大阪大会（男子）
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が日本記録より0.4秒ほど遅いものの（24.64秒），

前～中低下率を4％台，中～後低下率を8％台に抑え

るなど（静岡は5.5％，10％），H5以降は日本記録

とほぼ同じペースで走破していた．

 

（3） 世界陸上大阪大会

　成迫選手は，予選のH5およびH8を大阪GPやJch

よりも僅かに遅いペース（21.22秒，34.12秒）で

通過したものの，後半を14秒台（14.80秒）であが

り，今季初の48秒台をマークして準決勝へ進出し

た．準決勝では，H5を21.18秒で通過し，14歩切り

替え時区間（H6-7）の減速は依然として小さくな

いものの，H7-8の減速がほとんど無く，前～中低

下率も5％台だった（今季は6.5～7％台）．

　さらに後半は，予選よりもさらに速い14.54秒で

上がり，48.44秒の今季ベストタイムをマークし

た．

 為末選手は，近年安定して21秒0～1台だったH5通

過に21.48秒もかかっているが，速度曲線の傾向に

ついては他のレースとさほど変わらなかった．すな

わち，スタートからフィニッシュまでレース全体に

わたって速度が低いことから，根本的なコンディ

ショニング不良が伺える．

　吉形選手は，H5通過こそ大阪GPやJchに比べて速

いものの（21.67秒），通常4～5％台に抑えている

前～中低下率が7.5％，中～後低下率は10％を超え

るなど，中盤以降で大きく速度を低下させていた．

　久保倉選手は， H5通過が静岡やJchよりも遅かっ

た（24.83秒）．また，本来17歩で走る予定のH6-7

が18歩になるなど，中盤での減速も大きく（前～中

低下率は7％台），その影響からか，通常16秒台で

カバーする後半も17秒かかっていた．

表4　世界陸上大阪大会（女子）



－ 102 －

図1 為末選手の速度変化曲線 

図2 成迫選手の速度変化曲線 
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図3 吉形選手の速度変化曲線 

図4 久保倉選手の速度変化曲線 


